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！ 春の農作業に向けて
農業機械展示会を開催

　JA農業機械展示会『春のふれあい感謝デー』
が、能代農機センターを会場にした3月10日か
ら、管内3地区にて開催されました。
　会場では田植え機やトラクターなど、各メー
カー自慢の農業機械が多く展示されました。来場
した人たちは興味津々に機械を眺め、担当者から
説明を受けながら、春の農作業に向けた機械の品
定めをしていました。
　同展示会は17日と18日に二ツ井・藤里農機セ
ンターにて、24日と25日に旧藤里農機センター
にて開催されました。

▲ 担当者から説明を受ける来場者

▲女性部の新役員も決定した

▲ＪＡ女性組織綱領を唱和する部員

！ 23 年度の事業計画を協議
小なす部会総会

　JAあきた白神小なす部会総会（佐藤弘部会長）
が3月22日、二ツ井総合観光センターにて開催さ
れ、平成22年度事業報告や平成23年度事業計画
など全4議案が提出され、原案通り承認しまし
た。
　同会には生産者11人が参加。昨年の春先の低温
や日照不足、夏の猛暑の影響で、小なす栽培にも
被害が出たことが報告されました。部会として
は、他産地への視察研修や昨年の結果を踏まえた
栽培方針を統一させ、23年度に向けて取り組むこ
とを決定しました。

▲ 事業内容について報告する会員
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！ 地域の連携強化によって農政の大転換期を乗り切る

　JA女性部による通常総会が3月29日、ホテルゆ
とりあ藤里で開催され、平成22年度事業報告並び
に収支決算、平成23年度事業計画並びに収支予算
など全4議案について協議が行われ、原案通り承
認しました。
　近年、社会・農業情勢が大きく変化している中
で、「食」と「農」の大切さが見直されてきてい

ます。それを受けて女性部では、家庭での健全な
食生活の推進や地域の食文化の継承、地産地消運
動の実践を通して、地域住民の連帯強化と農業の
活性化を進めています。出席した女性部員らは、
一致団結して地域農業を守っていくことを決意し
ていました。

！ 平成 23年度の経営計画を
生産者と共に検討

！ 東日本大地震被災地に向けて支援物資（米・ねぎ・みそ）を送る

　JAでは各4支店において支店運営協議会を開催
し、平成23年度経営計画について検討し、生産者
から意見を求めました。
　同会には各地区で多数の生産者が参加。政府が
推し進めるTPP交渉や、新たに畑作物も加えた
『農業者戸別所得補償制度』の施行などを控えJA
ではTPP交渉に断固反対し、戸別補償制度を活用
して米・畑作物などの生産拡大を推し進めていま
す。協議会では生産者からJAに対し、昨年の異常
気象を踏まえた支援を求める意見などが聞かれま
した。

　JAでは3月11日に起きた東日本大震災に
対し、被災地に支援物資の提供を行ってい
ます。13日には市からの要請を受け、藤里
営農センターにて用意した玄米50俵を職員
らが精米処理。翌日14日に、市を通して被
災した大船渡市などへ届けられました。ま
た18日にはJA独自の支援物資として、玄
米50俵とねぎ150kg、みそ40kgを被災地
へ発送しました。今後も同様な支援と職員
の派遣などを継続して行っていく予定で
す。
　また『東日本大震災に伴う平成22年産米
出荷のお願い』として、組合員の方々から
平成22年産の飯米・保有米を買い取り、被
災地へ届ける運動を行っており、4月末日
まで受けつけております。多く保有されて
いる方は、是非ご協力をお願い致します。

▲ 協議会では活発な意見が交わされた

！ 春の交通事故防止のため
交通安全傘を寄贈

　JAでは交通安全への啓発と事故の未然防止の一
環として、管内小学校に今年入学する児童に対
し、交通安全傘を寄贈しました。
　3月30日に藤里町役場へ25本、3月31日には能
代市役所へ420本が寄贈され、各小学校へ配られ
ます。目立つ黄色のデザインで、雨天時における
児童らの交通事故を、未然に防ぐねらいがありま
す。またJAでは今後も安全旗の寄贈などを予定し
ています。春になると交通量が増えることもあ
り、特に通学通勤時はドライバー・歩行者とも
に、安全確認を怠らないようご注意ください。

▲ 齊藤能代市長に安全傘を手渡す袴田組合長
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『東日本大震災に伴う平成 22 年産米出荷』の連絡先

能代営農センター：55－0778

二ツ井営農センター：73－5193

藤里営農センター：79－1644
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